
○産業廃棄物の一連の処理工程図 （2024年4月～2025年3月）

廃プラスチック類 ㌧ ％ 処分委託 1 社 ㌧

木くず ㌧ ％ 自社処理

ゴムくず ㌧ ％ ㌧ ％

金属くず ㌧ ％

ガラス、陶磁器 ㌧ ％ 2 社 ㌧

がれき類 ㌧ ％

％

汚泥 ㌧ ％ 自社処理

紙くず ㌧ ％ ㌧ 2 社 ㌧

繊維くず ㌧ ％
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汚泥 ㌧ ％

廃油 ㌧ ％ 1 社 ㌧

廃酸 ㌧ ％

廃アルカリ ㌧ ％ ％

廃プラスチック類 ㌧ ％

紙くず ㌧ ％ 処理委託 4 社 ㌧

木くず ㌧ ％

繊維くず ㌧ ％ 自社処理 ％

動植物性残渣 ㌧ ％ ㌧

金属くず ㌧ ％ 処理委託 2 社 ㌧

ガラス、陶磁器 ㌧ ％

家畜のふん尿 ㌧ ％ ％

家畜の死体 ㌧ ％

動物系固形不要物 ㌧ ％ 処理委託 1 社 ㌧

特管_廃油 ㌧ ％ ％

感染性廃棄物 ㌧ ％

汚泥 ㌧ ％ 売却 - 社 ㌧

燃え殻 ㌧ ％ ％

汚泥 ㌧ ％

廃プラスチック類 ㌧ ％

ガラス、陶磁器 ㌧ ％ 処分委託 3 社 ㌧

鉱さい ㌧ ％

がれき類 ㌧ ％ 自社処理 ％

ばいじん ㌧ ％ ㌧

処理委託 1 社 ㌧

廃プラスチック類 ㌧ ％

紙くず ㌧ ％ ％

木くず ㌧ ％

繊維くず ㌧ ％ 自社処理

ゴムくず ㌧ ％ ㌧ 売却 2 社 ㌧

金属くず ㌧ ％ （その他原料として利用）

自社処理 ％

廃プラスチック類 ㌧ ％ ㌧

ガラス、陶磁器 ㌧ ％ 自社処理

㌧

特管_燃え殻 ㌧ ％

特管_ばいじん ㌧ ％ 自社処理 処分委託 1 社 ㌧

特管_汚泥 ㌧ ％ ㌧ （政令13号廃棄物として処分）

％

自社処分

廃石綿等 ㌧ ％ ㌧
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（人工砂として利用）
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（発電用ﾁｯﾌﾟ燃料として利用）

5 0.0
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（発電及び焼却灰の再資源化）

焼却 2.8

0 0.0

313 2.9

1 0.0

184 1.7 焼却 1,960

16 0.1

315 2.9

破砕処理

破砕・圧縮処理 0.20 0.0

611 5.7

破砕・選別等 11.0

処理委託・売却 2236 0.3

1,2261 0.0

（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ原料、発電用燃料として利用）
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135 1.3
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391 3.7

（製鋼原料として利用）
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158 1.5
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処理委託・売却 424

（路盤材等の原料として利用）
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破砕 0.9
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